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       第1章 緒 言

 曩 ニ 余 ハ 佐 藤 ト共 ニ 所 謂nicht allergische

Pathergieノ 部 分 ニ關 係 シ テ,所 謂Giftuberem-

pfindlichkeit及 ビGiftunterempfindlichkeitニ

就 キ研 究 シ,「 動 物體 内解 毒 作 用 ト其 ノ變 調 ニ關

スル研 究」 竝 ニ 「動物體 内 解 毒 作 用 ト酸 化 機 序 ト

ノ干 繋 ニ就 テ」 ノ報 告 ヲナ シ タ リ.而 シ テ夫等 報

告 中Thyroxinニ テ 前 處 置 シ タ ル 「マ ウ ス」 ハ

Alkoholニ 對 シテ解 毒 的 ニ働 キ,而 モ其 ノ解 毒 機

轉 ト其 ノ際 ニ於 ケル 動物 體 内酸 化 機 序 トノ間 ニ ハ

密 接 ナ ル關 係 アル コ トヲ述 ベ タ リ シガ,今 囘 更 ニ

余 ハ 家 兎 ヲ用 ヒ,Thyroxinニ テ前 處 置 後Alkohol

ヲ投 與 シ,其 ノ 血中 竝 ニ尿 中Alkohol量 ノ消 長 ヲ

檢 索 シ,ThyroxiuノAlkohol代 謝 ニ及 ボ ス影 響

ニ就 キ テ些 カ得 タ ル結 果 ヲ茲 ニ報 告 セ ン トス.

   第2章 實 驗 材 料 及 ビ 實 驗 方 法

 實 驗 ニハ體 重2kg内 外 ノ雄 性 健常 家 兎 ヲ用 ヒ,

Alkohol溶 液 ハ 日本 藥 局 方 純Alkoholヲ 蒸 餾 水

ニ テ10%ニ 稀釋 シ,同 液 家 兎體 重pro kg 10cc

ヲ經 口 的ニ 胃 消 息子 ヲ使 用 シテ投 與 セ リ.血 申竝

ニ 尿 中Alkohol量 測 定 ニ ハ前 囘 報 告 ト同様Wid-

marh氏 法 ニ依 レ リ.採 血ハ 家 兎耳朶 靜 脈 ヨ リ,

採 尿 ハNelaton氏 「カ テ ー テル」 ヲ使 用 セ リ.

 既 ニ第1報 ニ述 ベ タ ル如 ク,Alkohol投 與 ニ依

ル血 中竝 ニ尿 中Alkohol消 長 ハ家 兎 個體 性 ニ 依

リテ 同條 件 下 ニ テモ夫 々若 干 ノ相違 ア ル ヲ以 テ,

各 實驗 トモ對 照 實驗 ヲナ シ タ リ,又 周 圍 ノ條 件 ニ

依 リテ モ受 クル影 響 ハ 常 ニ同 一 ナ ラズ,殊 ニ 氣候

ニ依 ル相 違 ハ既 ニBornstein及 ビLoewy等 ノ 言

ヘ ル所 ナ ル ヲ以 テ,周圍 ノ温 度 等 ハ 對 照實 驗 ノ場

合 ト可 及 的 同様 ニ ナ シ タ リ.尿 中Alkohol排 泄 ハ

Spechterノ 研 究 以來,人 間 ニ テ同 量 ノAlkohol攝

取 後 モ尿 量 ノ如 何 ニ依 ツ テ排 泄 量 ニモ差 異 ヲ來 タ

シ,又 カ カル 差 異 ハ攝 取 後 安靜 横 臥 ヲ トル カ 又ハ

運 動 ヲセ ル カ ニ基 キ,運 動 時 ニハ酸 化作 用 ノ促 進

ヲ來 タ ス ヲ以 テ排 出 量減 少 ス ル コ ト明 カ ト ナ レ

リ.依 ツ テ運 動 條 件 モ 同 一ニ スル 爲,實 驗 終 了迄

一定 ノ箱(家 兎 ノ漸 ク入 リ得 ル 位)中 ニ 家 兎 ヲ入

レオ キ タ リ.又 尿 中Alkohol測 定 中 モ其 ノ方 面 ノ

條 件 ヲ成 可 ク 同様 ニ ナ シ タ リ.又 各 前處 置 迄 ノ各

家 兎 ハ 夫 々對 照 ノ場 合 ト同 様前 日食 餌攝 取後20時

間 ヲ經 過 セ ル モ ノニ シテ,食 餌 ニ依 ル影 響 モ同 一

ニ シ タ リ.成 島 ニ 依 レバ 高 温Alkoholハ 低 温 ノ

モ ノ ヨ リ吸 收 速 度 大 ニ シ テ,飲 用Alkoholノ 温 度

上 昇 スル ニ從 ヒ テ血 液Alkohol濃 度 ノ最 高 値 減

少 シ,Grehants Plateauハ 延 長 スル傾 向 ヲ有 ス,

又其 ノ降 下 度 モ温 度 ニ依 リテ著 シ ク影 響 ヲ受 ケ,

飲 用Alkohol温 度 ノ上 昇 ニ依リ テ著 シ ク減 少 ス

ル場 合 ヲ認 メタ リ ト.故 ニ 余 ハ 此 點 ニモ 注 意 シテ

投 與Alkohol温 度 ヲ可 及 的 同 一 ニ ナ シ タ リ.血 中

Alkohol消 長 實 驗 ト尿 中Alkohol消 長 實 驗 トハ
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別 々ノ家 兎 ニ テ施 行 シ,採 尿 ノ爲 ノ血 中Alkohol

消 長ニ 及 ボ ス影 響 ヲ除 キ タ リ.ThyroxinハRoche

株 式會 社 ノ製 品 ヲ使用 セ リ.

第3章 實驗成績

實 驗 ヲA, B, C 3組 ニ分 チ,ThyroxinヲA組

ハ小 量(pro kg 0.25cc)皮 下 注射 セ シ場 合,B組

ハ 中等 量(pro kg 0.5cc)皮 下注射 セ シ場 合,C組

ハ大 量(pro kg 1.0cc)皮 下 注射 セ シ場 合 ナ リ.

 〔A〕 Thyroxin pro kg 0.25cc皮 下注 射.30分

後Alkohol投 與 ノ場 合

第1表

〔第1表 附 圖〕

家 兎Nr. 23 家 兎Nr. 24
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〔第2表 附 圖〕

家 兎Nr. 33

第3表

〔第3表 附 圖〕

 家 兎Nr. 29
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〔第4表 附 圖〕

家 兎Nr. 36

第5表

〔第5表 附 圖〕

家 兎Nr. 30
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〔第6表 附 圖〕

家 兎Nr. 39

 其 ノ血 中Alkohol量 消 長 ハ 第1表 ニ示 セル如

ク,對 照 ニ比 シ,最 高 値到 來 時 間 ハ 家 兎4例 中

Nr. 23, Nr. 26ハ 稍 々早 キ モ,他 ノ2例 ハ對 照 ト

同 ジク1時 間 後 ニ シテ,其 ノ最 高 値 ハNr. 26ニ

於 テハ 僅 カ0.0265‰ 低 ク先 ヅ大 差 無 キ モ,他 ノ3

例 ハ0.096-0.119‰ 低 シ,又 各 例 トモ元 ノAlkohol

濃 度 ニ復 スル ニ約1時 間 早 ク,一 般 ニAlkohol濃

度 曲線 ハ 對 照 ヨ リ低 シ.次 ニ尿 中Alkohol量 消

長 ヲ ミル ニ,第2表 ニ示 セル 如 ク,其 ノ濃 度 曲線

竝 ニ大體 元 ノ濃 度 ニ復 スル迄 ノ時 間 内 ニ尿 中 ニ排

泄 サ レタルAlkohol總 量 ニ於 テハ 大 差無 キ モ,

各 時 間毎 ノ尿 中Alkohol量 ハ 對 照 ヨ リ早 期 ニ多

量排 泄 サ ルル 傾 向 ヲ トリタ リ.即 チ 對 照 ニ比 シ最

初1-2時 間 目 ニ尿 中 ニ出 ルAlkohol量 ハ多 量 ニ

シ テ,後4-5時 間 目 ニ 出ルAlkohol量 ハ 小 量 ナ

リ.

 〔B〕 Thyroxin pro kg 0.5cc皮 下 注射,30分

後Alkohol投 與 ノ場 合

 其 ノ血 中Alkohol量 消 長 ハ 第3表 ニ示 セル 如

ク,對 照 ニ比 シ,最 高 値到 來 時 間 ハ 同 ジク1時 間

後 ニシ テ,其 ノ最 高 値 ハ家 兎3例 中Nr. 28, Nr.

29ニ 於 テハ 僅 カ0.011-0.047‰ 低 ク,Nr. 27ニ テ

ハ0.0504‰ 高 シ.而 シ テ一 般 ニAlkohol濃 度 曲

線 ハ對 照 ト大差 無 ク,原 値 ニ復 スル 時 間 モ 亦 大 差

無 シ.次 ニ尿 中Alkohol量 消 長 ヲ ミル ニ,第4表

ニ示 セ ル如 ク,其 ノ濃 度 曲線 竝 ニ大體 元 ノ濃 度 ニ

復 スル迄 ノ時 間 内 ニ尿 中 ニ排 泄 サ レタ ルAlkohol

總 量 ニ於 テハ對 照 ト大 差無 ク,且 又 各 時 間 毎 ノ尿

中排 泄Alkohol量 ニモ著 變 ヲ認 メズ.

 〔C〕 Thyroxin pro kg 1.0cc皮 下 注射,30分

後Alkohol投 與 ノ場 合

 其 ノ血 中Alkohol量 消長 ハ 第5表 ノ如 ク,對 照

ニ比 シ,最 高値 到 來 時 間ハ 家 兎3例 中Nr . 30ニ

於 テ稍 々早 キ モ他 ノ2例 ハ 對 照 ト同 ジク1時 間 後

ニ シ テ,其 ノ最 高 値ハNr. 32ノ 例 ハ0.0622‰ 低

ク,他 ノ2例 ハ0.015-0.04‰ 高 キ モ其 ノ差 僅 カ

ニ シテ,一 般 ニAlkohol濃 度 曲線 及 ビ元 ニ復 スル

時 間 ハ對 照 ト大 差 無 シ.次 ニ尿 中Alkuhol量 消

長 ヲ ミル ニ,第6表 ニ示 セ ル如 ク,其 ノ濃 度 曲線

ハ 對 照 ト大 差 無 キ モ,大 體 元 ノ濃 度 ニ復 スル迄 ノ

時 間 内 ニ尿 中 ニ排 泄 サ レタルAlkohol量 ハ 對 照

ニ比 シ,家 兎2例 中1例Nr. 39ハ 大 差 無 キモ,

他 ノ1例Nr. 40ハ 稍 々大 量 ナ リ.而 シ テ各 時 間 毎

ノ尿 中Alkohol排 泄 ヲ ミル ニ,投 與 後1-2時 間迄

ノ排 泄Alkohol量 ハ2例 トモ對 照 ニ比 シ テ稍 々

多量 ナ リ.

     第4章 総 括 及 ビ 考 按

 〔A〕 Thyroxin pro kg 0.25cc皮 下 注 射,30分

後10% Alkohol水 溶 液pro kg 10cc投 與 ノ場 合

 其 ノ血 中Alkohol量 消 長 曲線 ハ對 照 ニ比 シ稍

稍 低 ク,即 チ 其 ノ最 高濃 度 値 モ稍 々低 ク シ テ約1

時 間早 ク原 値 ニ復 シタ リ.而 シ テ4例 中2例 ハ 其

ノ最 高濃 度 値 ハ對 照 ニ比 シ早 ク現 レタ リ.次 ニ尿

中Alkohol量 消長 ハ其 ノ濃 度 曲線 竝 ニ大 體 原 濃

度 ニ復 スル 迄 ノ時 間 内 ニ排 泄 サ レタルAlkohol總

量 ニ於 テ大 差 無 キ モ,各 時 間 毎 ノ尿 中Alkohol量

ハ 對 照 ヨ リ早 期 ニ多 量 排 泄 サ ル ル傾 向 ヲ示 シ タ リ.
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 抑 々Thyroxinノ 物 質代 謝 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 キ

テハ1895年Magnus-Levyノ 初 メテThyroxin

ハ 生 體 酸 素 消 費量 ノ増 加,炭 素瓦 斯 排 泄 ノ増 加,呼

吸 商 ノ下 降 ヲ來 タ ス トノ業績 發表 以來,多 クノ學

者 之 ヲ認 メ,余 等 モ曩 ニ之等 ノ一端 ヲ實 驗 的 ニ證

明 セ シ ガ,其 ノ他 種 々 ノ研 究 ニ依 リ現 今迄 ニ釋 明

セルThyroxinノ 作 用 ハ,生 體 内蛋 白 質 ノ分 解 ヲ

亢 進 シ尿 中 ノ窒 素,食 鹽,燐 酸,硫 酸 等 ノ量 ヲ増 シ,

又 酸 化 作 用 ヲ亢 進 シ,脂 肪 ノ燃 燒 ヲ盛 ニシ テ,從

ツテ酸 素 ノ需 要,炭 酸 瓦 斯 ノ排 泄 ヲ増 シ,其 ノ結 果

體 重 ノ減 少 ヲ來 タ スコ トナ リ.然 ル ニThyroxin

ノ生體 内Alkohol代 謝 ニ及 ボ ス影 響 ニ關 スル 研

究 ハ現 今 迄 ニ其 ノ業績 尠 ク,1932年Dell'Acqua

ハ 甲状 腺 機 能 亢 進 症 ノ患 者4名 ニAlkoholヲ 經

口的 ニ投 與 シ,其 ノ後 ノ血 中Alkohol量 ノ消 長 ヲ

検 シ,其 ノ消 長 曲 線 ハ健 康 者 ノ夫 レニ比 シ大 差 無

キ コ トヲ述 ベ,1935年Widmarkハ 空腹 時 ノ犬

ニAlkoholノ 一 定量 ヲ經 口的 ニ投 與 シ,數 時 間 後

Thyroxinヲ 經 口的 ニ與 ヘ,其 ノ血 中Alkohol濃

度 下 降 速 度 ニ及 ボ ス影 響 ヲ検 索 シ タル ニ,認 ム 可

キ影 響 無 カ リシ コ ト ヲ報 告 シ タ リ.即 チThyroxin

ノ影 響 ハ 判 明 セ ザ ル點 多 シ.偖 又 生體 内 ニ輸 入 セ

ラ レタ ルAlkoholノ 運 命 ニ關 シテ ハ現 今 迄 多 ク

ノ研 究 發 表 ア リ.Voltz及 ビBandrexelハ 犬 ニ

テ移 入 セ ラ レタルAlkohol量 ノ4.38%ハ 尿 中 ニ,

5.27%ハ 呼 氣中 ニ 排 泄 セ ラ レ,殘 リ90.35%ハ 體

内 ニテ 分解 セ ラル ル 事 ヲ證 シ,又Atwater及 ビ

Benedictモ 犬 ニ テ0.84%ハ 尿 中ニ,1.17%ハ 呼

氣 中 ニ排 泄 セ ラ レ,95.72%ハ 體 内 ニ テ分 解 ス ト爲

シ,又 兩 氏 ハ 人間ニ テハ0.22%ハ 尿 中 ニ,2.07%

ハ 呼 氣 中 ニ排 泄,97.71%ハ 體 内 ニテ酸 化 分 解 セ ラ

ル ト爲 シ タ リ.而 シ テ其 ノ體 内 ニ於 ケ ル分 解 様 式

ニ關 シ テハ,Liebigハ 先 ヅAldehydト ナ リ,更 ニ

乳 酸,蓚 酸,蟻 酸,炭 酸 及 ビ水 ニ迄 酸 化分 解 セ ラ

ル ト爲 シ,Batelli及 ビSternハ 肝臟 内 ニHepa-

toalkuholaseナ ル酵 素 ア リテ,之 ガAlkoholヲ

先 ヅ醋 酸 ニ變 ジ,更 ニ酸 化 サ レテ消失 ス ト言フ.

而シテ此酵素ハ肝臟以外ニハ痕跡的ニ存スルニ過

ギ ズ ト爲 シ,Hirschモ 亦Alkoholoxydaseナ ル

酸 素 ヲ肝 粥 内 ニ證 明 シ タ リ.然 レ ドモAlkohol分

解 ヲ螢 ム可 キ臟 器 ニ就 キ テハ 諸説 一 致 セズ,Stern,

Masuda, Hirsch等 ハ肝 臟 ヲ,Kochmannハ 酸

素 含有 ノ血 液 ナ リ ト言 ヒ,Rohde及 ビFischerハ

心 筋 及 ビ他 ノ筋 肉 ナ リ ト爲 ス.

 以上 ノ事 等 ヨ リ經 口的 ニ攝 取 サ レタ ルAlkohol

ハ 胃腸 管 内 ヨ リ速 カニ吸 收 セ ラ レ血 行 中ニ 移 行 シ

其 ノ大 部 ハ酸 化 セ ラ レテ炭 酸 瓦 斯 及 ビ水 ニ分 離 セ

ラル ル モ,小 部分 ハ 何 等變 化 ヲ受 ケズAlkohol其

ノモ ノ トシテ,腎 臟,肺 臟 及 ビ皮 膚 ヨ リ,又 極 小

量 ハ腸 ヨ リ再 ビ體 外 ニ 排 出 セ ラルル 事 ハ略 々一 般

ニ 認 メラ レ タル所 ナ リ.

飜 ツ テ余 ノ成 績 ヲ按 ズル ニ,肺 臟 及 ビ皮 膚 ヨ リ

ノAlkohol排 泄 ヲ檢 セザ リ シ ヲ以 テ嚴 密 ナル批

判 ヲ下 シ能 ハ ザ ル モ,腎 臟 ヲ經 テ尿 中 ニ排 泄 セ ラ

レタ ルAlkohol量 ノ對 照 ト大差 無 キ ヲ以 テ,直 チ

ニ體 内 ニ於 ケルAlkoholノ 酸 化 分解 ノ程 度 モ亦

大 差無 シ ト ハ言 ヒ難 シ,以 上述 ベ タ ル血 中Alko-

hol量 消長 竝 ニ尿 中Alkohol量 消 長 ノ結 果 ヨ リ按

ズ レバ,先 ヅ尿 中Alkohol量 消長 成 績 ノ ミヨ リハ

Alkohol投 與後1-2時 間 ニ於 テハ 對 照 ニ比 シ尿

中排 泄Alkohol量 稍 々 大 ナ ル ヲ 以 テ,一 見 攝取

Alkohulノ 尿 中排 泄 機 能 促進 ガ此 場 合 ノAlkohol

代 謝 ニ關 係 アル モ ノ ノ如 キ モ,既 ニ先 人 ノ業 績 ニ

テ モ明 カナ ル如 ク,體 内攝 取Alkoholノ 尿 中排 泄

ハ 極 小 量 ナ ル ノ ミナ ラズ,余 ノ場 合 ノ如 キ カカ ル

極 少 程度 ノ尿 中排 泄 機 能 ノ促 進 ノ ミ ヲ 以 テ 血 中

Alkohol量 消長 ハ 説 明 スル ヲ得 ズ.故 ニ 經 口的攝

取Alkoholノ 體 内 ニテ ノ運 命 竝 ニThyroxinノ 作

用殊 ニ曩 ニ佐 藤 ト共 ニ發 表 セル 實 驗 成績 ヨ リ按 ズ

ル トキハ,Thyroxin前 處 置 ニ依 リ體 内攝 取Al-

koholノ 酸 化 分解 機 能 亢 進 シ,爲 ニ血 中Alkohol

濃 度 曲線 モ對 照 ヨ リ低 ク且 ハ 早 ク元 ニ復 セ シ モ ノ

ト思 ハ ル.而 シ テ4例 中 半 數 ニ於 テ對 照 ヨ リ早 ク

血 中Alkohol最 高濃 度 値 ニ達 セ シ コ トヨ リ察 ス
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レハ,Alkoholノ 消 化 管 内吸 收 ガThyroxinニ テ

促 進 セ ラル ル ガ如 シ.

 次 ニ家 兎 ヲ觀 察 スル ニ,著 明 ナ ル中 毒症 状 ヲ呈

セザ リシモ,而 モ猶 ホAlkohol投 與 後30分-1時

間-2時 間 ニ於 テハ,對 照 實驗 ニテハ 家 兎 ハ元 氣

稍 々〓 ヘ,刺 戟 ヲ與 フル モ運 動 稍 々不 活溌 ナ ル ニ

比 シ,Thyroxin前 處置 時 ノ方 ヨ リ元 氣 ナ リシ コ

トヨ リ,此 場 合 家兎 ハAlkoholニ 對 シ 恐 ヲ ク

Unterempfindlichkeitノ 状 態 ニ ア リシ モ ノ ト思

惟 ス.即 チ生體 ノAlkoholunterempfindlichkeit

ニハ 血中Alkohol消 長 曲線 ノ正常 時 ヨ リ低 ク,且

早 ク原 値 ニ復 スルコ トモ 重 大 關 係 ア ル ナ ラ ン.

 又 以上 ノ場 合 ノThyroxinノ 作 用 機轉 ニ就 キテ

考 フル ニ,1932年,VerebelyハThyroxinノ 基 礎 代

謝 亢進 作 用 ハ,中 樞神 經 系統 ノ酸 化 機轉 促進 ニ依

リテ行 ハ ル ル モ ノ ナ ル コ トヲ述 ベ,Schittenhelm

及 ビEislerモ 動 物 實驗 ヨ リ中樞 神 經 系 統 トThy-

mainノ 作 用 機 轉 トノ間 ニ密 接 ナ ル關 係 アル ヲ述

ベ タル モ,余 ノ實 驗 ノ ミニ テハ 今 直 チ ニ之 ヲ云 々

スル ヲ得 ズ.

 〔B〕 Thyroxin pro kg 0.5cc皮 下 注射,30分

後10% Alkohol水 溶 液pro kg 10cc投 與 ノ場 合

 其 ノ血 中Alkohol量 消 長 曲線 竝 ニ尿 中Alkohol

量 消長 曲線 トモ對 照 ニ比 シ大 差 ヲ認 メザ ル ヲ以 テ

此際 ニハThyroxinハAlkohol代 謝 ニ 大 ナル 影

響 ヲ與 ヘザ ル 事 ヲ知 ル.

 〔C〕 Thyroxin pro kg 1.0cc皮 下 注 射,30分

後10% Alkohol水 溶 液pro kg 10cc投 與 ノ場 合

 其 ノ 血 中Alkohol量 消長 曲線 ハ 對 照 ニ比 シ稍

稍 早 ク上昇 スル 傾 向 ヲ示 シ タル モ,其 ノ他 ニ大 差

ヲ認 メズ,又 尿 中Alkohol量 消長 曲線 モ對 照 ニ比

シ投 與 後 早期 ニ稍 々多 量ノAlkohol排 泄 ヲ ミ,或

場 合 ニハ排 泄Alkohol總 量幾 分 多 キ モ,他 ニ特 有

ナ ル差 異 ハ認 メ難 シ.

以上 〔A〕, 〔B〕, 〔C〕總 テ ノ場 合 ヲ通 ジ,Alkohol

投 與後 最 初 ノ1-3時 間 ニ於 ケ ル 尿 量 ハ 對 照 トモ

何 レモ増 加 ス.

 以 上 ヲ通覽 シ テ看 取 シ得 ル 事ハ,Thyroxinノ

小 量 ノ方 却 ツ テ血 中 及 ビ尿 中Alkohol量 ニ影 響

ヲ現 ス コ トナ リ.然 レ ドモThyroxinハ 其 ノ量 的

相 違 ニ依 リテ其 ノ呈 スル作 用 ヲ異 ニ スル ハ既 ニ 周

知 ニシ テ,例 ヘ バ深 堀 ハThyroxinノ 瓦斯 代 謝 ニ

及 ボ ス影 響 ニ就 キ テ研 究 シ,白 鼠 ノThyroxin注 射

ニ 依 ツ テ起 ル酸 素 消 費量 ノ増 加 ハpro kg 0 .2cc注

射 ノ場 合 トpro kg 0.4cc注 射 ノ場 合 ニテ異 ナ リ,

後者 ノ場 合其 ノ效 果稍 々遷 延 性 ナ リ ト述 ベ タ リ.

Reinweinモ 亦Thyroxinノ 組 織 呼 吸 ニ及 ボ ス影

響 ニ就 キ テ10- ?? -10-12濃 度 ニ於 テハ上 昇 シ,大 量

ヲ用 フ レバ 却 ツ テ之 ヲ低 下 セ シ ム ト報 告 セ リ.同

様 ニHaarmann及 ビWalterモ 臟 器 組織 呼 吸 ニ

及 ボ ス影 響 ニ就 ヰ テ檢 索 シ,Thyroxinノ10-19-

10-11ニ 於 テ ハ之 ヲ昂 メ,ソ し以 上 ノ濃 度 ニ テ ハ

却 ツテ低 下セ シ メ,上 昇 度 ノ極 大 ハ10-14-10-16

ノ間 ニ存 ス ト述 ベ タ ル ガ如 シ.余 ノ場 合 ニ於 テモ

前 處置 セ ルThyroxinノ 量 的 差 異 ニ依 ツ テ,其 ノ

Alkohol代 謝 ニ及 ボ ス影 響 ヲ異 ニ シ タ リ.即 チ

pro kg 0.25ccノ 場 合 ニハ投 與Alkohul代 謝 ニ亢

進 的 ニ作 用 シ,pro kg 0.5cc及 ビpro kg 1.0ccノ

場 舍 ニハAlkohol代 謝 ニ對 スル亢 進 的影 響 ヲ認

メザ リキ,故 ニWidmark等 ノ説 ト異 ナ リ,Thy-

roxinハ 量 及 ビ投 與 方 法 等 ヲ適 富 ニ選 擇 ス レバ 投

與Alkohol代 謝 ニ亢進 的 作 用 ヲ發 揮 スル事 アル

モ ノ ト思 惟 ス.

      第5章 結 論

 體 重2kg内 外 ノ雄 性健 常 家 兔 ヲ使 用 シ,

 1) Thyroxin pro kg 0.25cc皮 下 注 射,30分

後10% Alkohol溶 液pro kg 10cc經 口的 ニ投 與

セ シ ニ,其 ノ後 ノ血 中Alkohol量 消 長 曲線 ハ對

照 ニ比 シ低 シ.即 チ ヨ リ多量 ノAlkoholニ 耐 フ

ル 如 キ態 度 ヲ示 シ タ リ.依 リテ此 場 合 ノAlkohol-

unterempfindlichkeitハThyroxinニ 依 ルAl-
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kohol代 謝 亢 進 作 用ニ 因 ル モ ノナ ラ ン.

 以 上 ノ場 合 其 ノ尿 中Alkohol量 消 長 ニ於 テハ,

對 照ニ 比 シ早 期 ニ多量 ノAlkohol排 泄 ア ル外 ニ

ハ 大 差 ヲ認 メザ リキ.

 2) (1)ト 同 實驗 ニ於 テ唯Thyroxin量 ヲpro

kg 0.25ccヨ リ増 量 シテ0.5cc又 ハ1.0ccト ナセ

バ,血 中 竝 ニ尿 中Alkohol量 ノ消 長 ハ對 照 ト殆 ド

區 別 無 ク,コ レ諸 家 ノ報 告 ト齊 シ クThyroxinハ

大 量 ニ過 グ レバ却 ツ テ生體 ニ影 響 ヲ示 サザ ル コ ト

アルニ 一 致セ リ.

 擱筆 スルニ臨 ミ,終 始御懇篤ナル御指導 ヲ

賜 リシ柿沼教授竝ニ御校閲ノ勞 ヲ辱ウセシ北

 山教授ニ深甚ノ謝意 ヲ表ス.

 (本 論文要旨ハ昭和11年2月8日 岡山醫學

會第47囘 總 會ノ席上ニ於テ發表セリ)
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Aus der Medizinischen Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama

(Direktoren. Prof. Dr. K. Kakinuma u. Prof. Dr. K. Kitayama).

Uber die Zustande der Alkoholmenge im Blute.

            (H. Mitteilung)

Uber die Einflusse von Thyroxin auf den Alkohol im

Blute des Kaninchens.

            Von

      Dr. Masao Ukai.

Eingegangen am 1. Dezember 1939.

   Vormals untersuchte der Verfasser mit Sato uber die sog. Giftuberempfindlichkeit

und Giftunterempfindlichkeit in der nicht allergischen Pathergie und berichtete uber

,,Die Entgiftung und deren Umstimmung im tierischen Korper" sowie,, Das Ve haltnis

der Entgiftung zum Oxydationsproze ?? im tierischen Korper". In den Berichten schil-

derte der Verfasser, da ?? die mit Thyroxin vorbehandelte Maus auf Alkohol entgiftend

wirke und zwar zwischen dem Entgiftungsproze ?? und dem Oxydationsmechanismus ein
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enger Zusammenhang bestehe. Diesmal wendete der Verfasser ein gesundes mannliches

Kaninchen von ca. 2kg Korpergewicht an. Diesem gab er nach der Vorbehandlung mit

Thyroxin Alkohol, um dann uber die Alkoholmenge in Blut sowie Harn und damit uber

die Einflusse von Thyroxin auf den Alkoholweehsel zu untersuchen. Die Resultate sind

wie folgt:

    1) 30 Minuten nach der subkutanen Injektion von 0.25ccm Thyroxin pro kg wurde

10ccm von 10% Alkohollosung pro kg durch Mund gegeben. Die nachherige Alkohol-

kurve des Blutes steht im Vergleich mit der Kontrolle niedriger, d.h. es kam hier ein

Verhalten zustande, als ob das Tier die gro ?? ere Menge Alkohol ertragen konnte. Daraus

kann man wohl. darauf schlieBen, die Alkoholunterempfindlichkeit in diesem Fa,ll von der

Steigerung des Alkoholwechsels durch Thyroxin abhangig sei.

    Im obigen Fall war in bezug auf die Alkoholmenge kein gro ?? erer Unterschied zu
bemerken, au ?? er da ??  im Vergleich mit der Kontrolle eine fruhere, gro ?? ere Alkohol-

ausscheidung stattfindet.

   2) In einem gleichen Versuch wie 1) unterscheides sich die Alkoholmenge in Blut

und Harn kaum von der Kontrolle, wenn man die Thyroxinmenge von 0.25ccm pro kg auf

0.5ccm od. 1.0ccm vermehrt. Dies entspricht den Berichten der Forscher, da ?? Thyroxin

keinen Einflu ??  auf den Organismus ausube, wenn eine zu gro ?? e Menge davon An-

wendung finde. (Autoreferat)
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